
報 告 

平成 28年度公益社団法人砂防学会定時総会 

（公社）砂防学会総務部会 

 

日 時：平成 28年５月 18 日（水）16時 30分～17時 40分 

場 所：富山県民会館（富山市） 

議事次第： 

開 会 

１．会長挨拶 

２．来賓祝辞 

３．来賓紹介 

４．議 事 

（議事録署名人選任） 

【審議事項】 

第１号議案 平成 27年度収支決算の承認を求める件 

第２号議案 定款の一部改訂を求める件 

第３号議案 （公社）砂防学会第３期役員選任の決議を求める件 

【報告事項】 

第１号議案 平成 27年度事業報告の件 

第２号報告 平成 28年度事業計画の報告の件 

第３号報告 平成 28年度収支予算の報告の件 

５．平成 28度砂防学会賞授与 

総会の成立：当学会の正会員総数   1,804名 

定足数       1,203名 

出席正会員数（委任状出席共）1,268名 

来賓挨拶：富山県知事 

国土交通省水管理・国土保全局砂防部長 

農林水産省林野庁森林整備部長（祝辞代読：森林整備部治山課課長補佐） 

来賓紹介：国土交通省北陸地方整備局長 

農林水産省中部森林管理局長 

富山県土木部長 

富山県農林水産部長 

富山市長 

富山県上市町長（富山県治水砂防協会会長） 

富山県立山町長（全国治水砂防協会立山支部長） 

議  長：定款 15条により石川芳治会長があたる。 



議事録署名人：丸谷知己会員、南 哲行会員 

議  事： 

第 1 号報告（平成 26 年度事業報告の件）および第 1 号議案（平成 27 年度収支決算の承

認を求める件）について一括審議した。海堀正博専務理事から議案を説明し、さらに吉田勇

監事から監査報告を行った。これらについて議長が議場に諮ったところ、満場一致で第 1 号

報告および第 1 号議案は承認された（平成 27 年度事業報告および貸借対照表等を参照）。 

次に、第 2 号報告（平成 28 年度事業計画の報告の件）および第 3 号報告（平成 28 年度

収支予算の報告の件）について一括して報告した。海堀正博専務理事から議案を説明し、こ

れらについて議長が議場に諮ったところ、満場異議無く第 2 号報告及び第 3 号報告は承認

された（平成 28 年度事業計画および収支予算書を参照）。 

次に第 2 号議案（定款の一部改訂を求める件）について審議した。海堀正博専務理事から

定款第 2 条、第 9 条、第 20 条、第 33 条及び 34 条を改訂したい旨を説明し、議長が議場に

諮ったところ、満場一致で原案どおり承認された（公益社団法人砂防学会定款の変更条文参

照）。 

次に、第３号議案（（公社）砂防学会第３期役員選任の決議を求める件）について審議し

た。議長が定款第 24 条の規定により、理事および幹事の全員が平成 28 年度定時総会をも

って任期満了となることから、定款第 11 条の規定により後任の役員を選任する必要がある

旨を述べ、海堀正博専務理事から選挙結果に基づく役員候補者について説明した。同案につ

いて議長が候補者を個別に議場に諮ったところ候補者全員満場一致で承認された。なお、被

選任者はいずれもその就任を承諾した。 

  



公益社団法人砂防学会定款の変更条文 
（事務所） 
第２条 この法人は，主たる事務所を東京都千代田区に置く。 
２ この法人は，理事会の決議によって、従たる事務所を必要な地に置くことができる。 
 
（除 名）  
第９条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは，総会において総正会員の半数以

上であって，総正会員の議決権の３分の２以上の決議に基づき，除名することができる。
ただし，その会員に対し，決議の前に弁明の機会を与えなければならない。 

（１）この法人の定款又は規程に違反したとき。 
（２）この法人の名誉を傷つけ，又はこの法人の目的に反する行為があったとき。 
（３）その他除名すべき正当な事由があるとき。 
 
（役 員） 
第２０条 この法人は次の役員を置く。 

（１）理事 ２５名以上３０名以内  
（２）監事 ２名以内 

２ 理事のうち 1名を会長とし，会長を法人法上の代表理事とする｡ 
３ 会長以外の理事のうち３名以内を副会長とする。 
４ 会長及び副会長以外の理事のうち１名を専務理事とする。 
５ 第３ 項の副会長及び前項の専務理事をもって法人法上の業務執行理事とする｡ 
 

第７章 会務分掌 
（支部） 
第３３条 支部は、この法人の目的を達成するために、別途定める区域において、砂防に

関する研究及び調査並びにその奨励と普及、講演会、講習会等の開催及び見学視察等の
実施、砂防技術者の育成等を行うことができる。 

２．支部に関する必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定める。 
 
（砂防技術推進機構） 
第３４条 この法人に砂防技術者の資格付与と教育を行うために砂防技術推進機構を置く

ことができる。 
２．砂防技術推進機構に関する必要な事項は、理事会の決議を経て、会長が別に定める。 
 

  



平成 27年度事業報告   

Ⅰ 砂防に関する研究及び調査並びにその奨励と普及 

(1）災害緊急調査 

①平成 27（2015）年９月台風 18号による北関東地区における土砂災害緊急調査 

９月８～10日の台風 18号による豪雨により北関東地区で発生した土石流，大規

模崩壊，がけ崩れ等の土砂災害に対し土砂災害緊急調査（調査団長：執印康裕宇都

宮大学教授）を行った。 

 

(2）受託研究調査 

研究・調査受託事業取扱規程に基づき，以下の２研究・調査業務を受託し委員会の管理

のもとに実施した。 

① 大規模土砂移動の影響範囲とその対策手法の整理 

     受託元：（一財）砂防・地すべり技術センター 

②「土砂災害が発生するおそれがある土地の区域等」の設定に関する検討業務 

受託元：（一財）砂防フロンティア整備推進機構 

 

 (3）砂防学会賞授与 

① 平成 27年度「砂防学会賞」受賞者を総会において表彰した。 

・論文賞 

受 賞 者：前田 健一 氏（名古屋工業大学） 

対象論文：個別要素法を用いた粒子流れの構造と大粒径の浮き上がりのマイクロメ

カニクス 

砂防学会誌，Vol.64，No.４，p.３-10，2011 

受 賞 者：鈴木 拓郎 氏（国立研究開発法人森林総合研究所） 

対象論文：土砂移動シミュレーション手法における輸送形態の遷移に伴う不連続性

の解消に関する研究 

砂防学会誌，Vol.66，No.２，p.21-30，2013 

・論文奨励賞 

受 賞 者： 岩田 知之 氏（千葉県） 

対象論文：混合粒径土石流における分級現象が流動特性に及ぼす影響 

砂防学会誌，Vol.66，No.３，p.13-23，2013 

受 賞 者：横山  修 氏（国土防災技術株式会社） 

対象論文：レーザー測量データを用いた岩盤クリープ斜面の表面形状把握 

砂防学会誌，Vol.64，No.６，p.13-24，2012 

・技術賞 

受賞者：坂井 紀之 氏・桃谷 辰也 氏・寺谷 拓治 氏・辻本 浩史 氏（一般財団



法人日本気象協会）・國友  優 氏（国土交通省） 

対象業績：Ｘバンド MPレーダによる桜島の噴煙検知に関する研究 

 

② 平成 28年度「砂防学会賞」受賞者を決定した。 

・論文賞 

受 賞 者：執印 康裕 氏（宇都宮大学） 

対象論文：Estimating the Influence of Rainstorms on Shallow Landslides: 

Comparison of the Intensity-duration Method and a Distributed-

landslide Conceptual Model 

International Journal of Erosion Control Engineering , Vol.5, No.

１, p.37-45，2012 

 

・論文奨励賞 

受 賞 者：村重 慧輝 氏（長野県） 

対象論文：火山泥流発生機構解明のための高温砂礫による融雪に関する実験的研究 

砂防学会誌，Vol.67, No.６, p.３-10, 2015 

 

・技術賞 

受 賞 者：大坂   剛 氏・山越 隆雄 氏（国土交通省）・能和 幸範 氏（エコモッ

ト株式会社)・宇都宮  玲 氏 (JFE アドバンテック株式会社)・水山 高久 

氏（政策研究大学院大学） 

対象業績：桜島における土石流荷重計による単位体積重量測定技術, Vol. 65, No.

６, p.46-50, 2013 

 

(4)支部活動 

①北海道支部 

・平成 27 年９月４日に毎日札幌会館において，北海道庁，北海道開発局と共催で

札幌市民を対象に，土砂災害を考える防災講演会を開催した。 

 

②関西支部 

・平成 27 年６月 20 日に京都大学農学部総合館において，約 60 名が参加して第１

回砂防オープンセミナーを開催し，これまでの研究経過と平成 27年度の研究計画

を討議した。 

・平成 27 年８月 29 日に京都大学防災研究所宇治川オープンラボラトリーにおい

て，約 40名が参加して第２回砂防オープンセミナーを開催し，４件の話題につい

て討議した。 

・平成 27年 10 月 16日に大学コンソーシアム京都において，74名が参加して土砂



災害に関するワークショップを開催した。 

 

③東北支部 

・平成 27 年 10 月２日に岩手大学農学部において，約 30 名が参加して土砂災害防

止法，UAV活用事例等のセミナーを開催した。 

・平成 28年１月 27日に岩手大学農学部において，11名が参加して「国土保全と緑

の手づくり」の講演会を開催した。 

 

Ⅱ 砂防に関する研究及び調査の助成 

（1）平成 27年度若手研究助成の実施 

 ３課題の若手研究技術開発助成を採択し実施した。 

① 「緩勾配領域における分級現象及び透過型砂防堰堤の捕捉機能に関する実験的検

討」 

    古谷 智彦 氏（京都大学大学院） 

  ② 「山地渓流における PITタグを用いた掃流土砂の移動特性評価」 

     久保 圭槻 氏（東京農工大学大学院） 

  ③ 「土石流の流動に影響を与える微細土砂の挙動に関する実験的検討」 

酒井 佑一 氏（東京大学大学院） 

 

（2）平成 27年度公募研究助成の実施 

継続課題の「数値砂防力学研究会」（研究代表者：竹林 洋史 氏，平成 25～27年度），

平成 27年度新規課題の「山地渓流の流砂・河床変動計測研究会」（研究代表者：宮田 秀

介 氏，平成 27～29年度）及び「巨大（深層）崩壊の高精度編年研究会」（研究代表者：

井上 公夫 氏，平成 27～29年度）による３課題の研究会を実施した。 

 

（3）平成 28年度の若手研究助成の公募と審査 

若手研究助成の公募を行い，３課題を採択した。 

① 土石流渓流において流木の流下が構造物への閉塞に及ぼす影響 

   日浦  幹 氏（京都大学大学院） 

② 河岸斜面崩壊の対策工法の効果検証に向けたＳＰＨ法による浸透・安定連成解析手

法の開発 

    大矢 綾香 氏（立命館大学大学院） 

③ 逆解析結果と土質情報に基づく雨水浸透パラメータの空間分布推定 

伊藤 真一 氏（大阪大学大学院） 

 

（4）平成 28年度の研究会助成の公募と審査 



研究会の公募を行い，27年度採択の継続課題の２課題を採択した。 

① 研究会名： 山地渓流の流砂・河床変動計測研究会 

研究テーマ：新たな河床変動・流砂計測手法の比較による特性の把握と改良の検討 

研究代表者：宮田 秀介 氏（京都大学防災研究所） 

研究期間： 平成 27～29年度 

② 研究会名： 巨大（深層）崩壊の高精度編年研究会 

研究テーマ：年輪年代法による巨大崩壊の発生年代の推定と歴史史料との対比 

研究代表者：井上 公夫 氏（一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構） 

研究期間： 平成 27～29年度 

 

Ⅲ 砂防に関する研究発表会，講演会，講習会等の開催及び見学視察等の実施 

（1）研究発表会の開催 

平成 27年５月 20 日，栃木県宇都宮市「栃木県総合文化センター」において平成

27年度（公社）砂防学会定時総会が開催され，20日，21日に研究発表会，22 日に現

地研修会（日光・足尾方面：足尾堰堤・松木山腹工，大谷川山腹工，稲荷川砂防堰堤

群等の見学。那須・さくら方面：倉ケ崎災害関連緊急急傾斜地崩壊対策工，那須岳火

山噴火警戒避難対策事業，蛇尾川通常砂防事業等の見学）を実施した。研究発表会で

は，企画セッション，テーマ別セッション，一般口頭発表，ポスターセッションの４

形式をとり，企画セッションとして「ソフト対策の現状と課題」，テーマ別セッショ

ンとして「関西支部（2014年８月の豪雨により兵庫県丹波市で発生した土砂災害）」

「砂防・治山の国際的な貢献に向けて」「斜面動態モニタリングと簡易な解析手法を

組み合わせた斜面崩壊発生予測手法の開発」，「大規模土砂災害の評価手法」の各セッ

ションを行い，一般口頭発表として，斜面崩壊，斜面安定，火山砂防，水文，流砂お

よび土石流，地すべり，砂防事業，構造物，土砂流出，警戒避難，砂防計画，生態

系，土砂災害史，管理・計測の各セッションを行った。参加者 1,001名,一般口頭発

表数が 140 件（留学生セッションを含む）,ポスターセッション発表件数が 211 件あ

った。 

 

（2）シンポジウムの開催 

平成 27年 10月 14日，15日三重県津市「アストプラザ」において，第 47回（公社）

砂防学会シンポジウム（テーマ：「人口減少時代における土砂災害の減災」）を開催し

260人が参加した。 

 

 (3）講習会，現地検討会の開催 

1） 平成 27 年７月４日～６日に，NPO 法人 山の自然文化研究センターとの共催で「第

9回砂防・土木技術者のための奥飛騨研修会」を京都大学防災研究所附属流域災害研究



センター穂高砂防観測所において開催し，104名の参加のもと，UAVによる調査・解析

法に対する話題提供，意見交換，山地流域気象観測，流砂観測，および UAV 実機によ

るデモ飛行，地形データ取得の現地実験，土砂生産域巡検（ヒル谷），足洗谷砂防・観

測施設見学（足洗谷），砂防施設・自然渓流見学（左俣谷），上々堀沢土石流観測現場見

学（上高地）を実施した。 

2)  平成 27年 10月２日に東北支部主催により約 30名が参加し，土砂災害防止法の改

正点，UAVの活用事例の研修ののち，湯の又砂防堰堤，松川第 1砂防堰堤及び岩手山火

山防災情報ステーション(イーハトーブ火山局)を見学した。岩手山火山防災情報ステ

ーションでは岩手山の概要や土石流のメカニズムについて研修を行った。 

3)  平成 27年 11月７～８日に関西支部主催により 28名が参加し，平成 26年８月に大

規模な土砂災害が発生した丹波市において現地を視察するとともに，被災状況・当時

の警戒避難状況・行政による災害対応について研修を行った。また，現地討論会とし

て，崩壊発生・土砂移動メカニズム，ハード・ソフト対策，警戒避難等について参加者

全員で議論した。 

4)平成 27年 11月９日砂防会館別館シエーンバッハ・サボー「木曽」会議室において，

115 名が参加して「2014 年広島土砂災害から学ぶ大規模土石流災害の予測と対策」の

講習会を開催した。 

5)  平成 27年 11月 13日に北海道支部主催により 36名が参加し，石狩川カムイコタン

周辺に分布する地すべりを調査し，地形的特徴から河道閉塞の痕跡の有無を議論した。 

 

Ⅳ 会誌及び砂防に関する図書，報論文，資料等の刊行 

1）砂防学会誌，Vol.68，No.１～No.６までの６冊を刊行した。 

2）砂防学会誌英文誌，Vol.８，No.１,No.２発刊し，Web上に公開した。 

3）平成 27年度砂防学会研究発表会概要集を刊行した。 

4）第 47回（公社）砂防学会シンポジウム講演集を刊行した。 

5）平成 27年度研究発表会概要集の PDF化を実施した。 

 

Ⅴ 砂防関係図書及び資料の収集・保管・公開 

(1）情報提供 

1) 砂防学会ホームページの管理・更新，メーリングリストの運営を行った。 

2) 砂防学会誌，Vol.65，Vol.66の No.1～No.６までの 12冊分を J-STAGEへ公開した。 

 

(2) 砂防図書館 

 砂防関係団体と共同で砂防図書館（東京都千代田区平河町２-７-４ 砂防会館別館Ａ棟

３階）を運営し，防関係学術資料の収集，保管，公開を行った。 

 



Ⅵ 砂防の発展に資する学術国際活動 

（1）平成 27 年６月 22 日（月）～27 日（土）に茨城県つくば市「つくば国際会議場」

において，第６回国際土石流災害防止会議実行委員会及び国際土石流災害防止会議

委員会主催の「第６回国際土石流災害防止会議」を筑波大学と共催した。 

 

（2）各種国際会議の案内 

 18件の国際会議の案内を砂防学会誌，Vol.68，No.１～No.６に掲載した。 

 

Ⅶ 砂防技術者の育成 

（1）砂防関係就職説明会の開催 

若手人材育成委員会は，平成 27年 11月 21日から 12月 21日にかけて，大学で砂防関

係科目を専攻している学生等を対象に，砂防関係就職説明会を全国８ブロックにおいて

各支部と共催で開催し，延べ 125名の参加を得た。  

 

(2) 技術者継続教育（CPD）の支援 

砂防技術者の能力の維持・向上のため，本学会の技術者継続教育（CPD）制度に基づき

継続教育プログラムを提供及するとともに継続教育の証明を発行した。 

 

Ⅷ 砂防技術者の資格付与と教育  

(1) 砂防・急傾斜管理技術者資格試験の実施と資格付与 

砂防・急傾斜管理技術者資格試験を創設し，平成 27 年７月 26 日に札幌，東京，京都

の３会場で一次試験及び一次試験一部免除者のうち一次試験合格者に対する二次試験を

実施した。 

７月 26日の一次試験の合格者に対し，10月 17，18 日に東京，京都の２会場で二次試

験を実施した。 

一次試験は 311 人が受験し，238 人が二次試験に合格した。合格者のうち 231 人が砂

防・急傾斜管理技術者として登録した。 

なお，砂防・急傾斜管理技術者資格は，平成 28 年 2 月 24 日，国土交通省の「公共工

事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格」として，砂防設備及び急傾

斜地崩壊防止施設の点検・診断業務の管理技術者資格として，また砂防及び急傾斜地崩

壊等対策の計画・調査・設計業務の管理技術者及び照査技術者資格として登録された。 

 

Ⅸ 砂防女性の会創設 

(1)  砂防女性の会を平成 27年 10月 14日のシンポジウムに合わせ，三重県津市で開催し

８名が参加した。 

 



Ⅹ 会議の開催 

（1）会議の開催 

1）定時総会 

平成 27年５月 20 日，栃木県宇都宮市「栃木県総合文化センター」において平成 27

年度（公社）砂防学会定時総会が開催された。出席者および委任状提出者は計 1,361

名（定款第 17条２項の規定「定款の変更」による定足数は 1,241名）で総会は成立

した。 

議案：平成 26年度収支決算の承認を求める件 

定款の一部改訂を求める件 

第３期役員候補者推薦委員の選任を求める件  

報告： 平成 26 年度事業報告の件     

 平成 27 年度事業計画の報告の件 

 平成 27 年度収支予算の報告の件 

平成 27年度砂防学会賞授与 

 

2）理事会 

第１回 平成 27年５月９日（東京都千代田区） 

    議案：平成 26年度事業報告について 

平成 26 年度収支決算報告について 

平成 27 年度事業計画及び収支予算の一部修正について 

定時総会議案について 

砂防・急傾斜管理技術者試験実施規程案及び砂防・急傾斜管理技術者登録

規程案について 

第３期役員選挙に係る選挙管理委員会委員の選任について 

平成 27 年度研究・調査受託事業の受入と委員会の設置について 

平成 28 年度定時総会並びに研究発表会について 

平成 28 年度（第 48回）シンポジウム開催候補地について 

技術士継続教育（CPD）プログラム計画について 

入会者の承認について 

 

第２回 平成 27年７月 15日（文書決議） 

  議案：北海道支部及び東北支部 支部長及び副支部長承認の件 

 

第３回 平成 27年 10月 14日（三重県津市） 

  議案：主たる事務所移転承認の件 

砂防技術向上推進機構（仮称）設立構想の件 



研究発表会等実施体制改善委員会（仮称）の設置の件 

日本学術会議「防災学術連携体」構想への対応の件 

第 48回（公社）砂防学会シンポジウム実行委員会委員長選任の件 

国際シンポジウムと海外学術調査計画，学術国際交流積立金使用計画 

「海外学術情報収集・調査」公募の提案の件 

砂防学会誌投稿規程などのＷeb上での公開の件 

平成 29 年度以降の J-STAGE上での砂防学会誌の閲覧方法の件 

砂防学会誌をはじめとする砂防学会刊行物の(一社)学術著作権協会との

新（追加）契約の件 

会員の入会承認の件 

 

第４回 平成 27年 11月 9日（文書決議） 

議案：公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格登録申

請承認の件 

 

第５回 平成 28年２月 29日（文書決議） 

議案： 砂防・急傾斜管理技術者資格実施規程，登録規程変更承認の件 

 

第６回 平成 28年３月 28日（東京都千代田区） 

議案：第３期役員候補者の定時総会提案の件 

平成 27 年度事業報告案と決算見込みの承認の件 

砂防技術推進機構（仮称）の設立の件 

インタープリベント 2018富山の共催の件 

砂防学会賞授賞者の承認の件 

平成 28 年度研究助成対象研究者（研究課題）と助成額の承認の件 

平成 28 年度海外学術情報収集・調査助成公募の審査，派遣候補者の承認

の件 

定款・規程の変更案の承認の件 

支部幹部の承認の件 

平成 28 年度事業計画と収支予算案の承認の件 

平成 29 年度（公社）砂防学会定時総会並びに研究発表会開催地の承認の

件 

第 48回シンポジウム開催日，場所，実行委員会委員長交代と委員の承認

の件 

会員入会希望者の承認の件 

他学会等からの後援依頼の承認の件 



 

3）部会長・幹事会会議 

第１回 平成 27年７月 11日（東京都千代田区） 

    議案：砂防・急傾斜管理技術者試験の実施について（事務局・試験委員会） 

各部会からの活動計画と課題（各部会） 

総会・研究発表会，シンポジウムの運営体制の改革について 

学会事務局の移転と体制について 

 

第２回 平成 28年２月 26日（東京都千代田区） 

    議案：砂防学会賞候補者について 

平成 28 年度研究助成について 

研究発表会等実施体制改善委員会報告 

平成 28 年度総会・研究発表会と平成 29年度開催地候補案について 

第 47回シンポジウム決算報告と第 48回計画案について 

砂防技術推進機構の設立と平成 28年度資格試験について 

 

4）地方活動活性化検討委員会 

第１回委員会 平成 27年７月 11日（東京都千代田区） 

第２回委員会 平成 27年 10月 14日（三重県津市） 

第３回委員会 平成 28年２月 26日（東京都千代田区） 

 支部未設立のブロックについて支部設立に重点を置いた活動計画を検討した。 

 

5）平成 27年度「砂防学会賞」選考委員会の開催 

平成 28年２月 21 日（東京都千代田区），平成 28年度砂防学会賞授賞候補者を選考

した。 

 

6) 候補者推薦委員会 

平成 27年８月 31 日に第 1回目の委員会を開催し，推薦候補者選定の考え方を討議

し，10月 14日第２回目の委員会を開催して「推薦委員会推薦候補者名簿」を選挙管

理委員会及び砂防学会長に提出した。 

 

7) 選挙管理委員会 

平成 27年 10月 20日に第１回目の委員会を開催し，選挙スケジュール等を検討し，

役員候補者を砂防学会ホームページ及び学会誌第 68 巻第４号で会告するとともに，

有権者である正会員に対し投票用紙を郵送した。 

平成 28年２月 10日に第２回目の選挙管理委員会を開催して役員候補者の投票用紙



を開票・集計し，集計結果を砂防学会ホームページ及び砂防学会誌第 68 巻第６号で

公表した。 

有権者からの異議がなかったため，平成 28 年３月 14 日付けで平成 27 年第６回理

事会に（平成 28年３月 28日開催）に開票結果を報告した。 

 

8）砂防・急傾斜管理技術者資格制度検討委員会 

 砂防・急傾斜管理技術者資格試験の円滑な実施に向けて，採点基準の決定，試験問

題の作成，試験の実施，試験結果の採点等を実施し，合格者を砂防学会ホームページ

及び砂防学会誌第 68巻第５号で発表した。 

平成 27 年４月７日，８日，15 日，17 日，21 日，30 日，６月５日，８日，７月２

日，９日，８月５日，21日，11月５日，平成 28年１月 20日，２月３日，２月 17日，

３月２日，３月 16日，３月 30日と 19回開催した。 

 

（2）その他の会議 

1）研究開発部会：平成 28年度の公募研究会と若手研究助成の公募と審査，平成 28年

度の砂防学会研究発表会の企画・テーマ別セッションのテーマの案作成，北関東地区

における土砂災害緊急調査団の結成と土砂災害の調査を行った。 

 

2）編集部会・編集委員会（和文誌）：原稿処理状況の確認，掲載論文等の決定，企画や

特集の提案，投稿規程等の改定の議論，砂防学会賞候補者の推薦等を行った。 

編集委員会（英文誌）：「砂防学会誌英文誌編集委員会」を開催し，編集状況の確認，

論文種別に関する審議等を行った。併せて，砂防学会誌 Vol.65，No.１～No.６と

Vol.66，No.１～No.６の J-STAGE3公開化作業を行った。 

 

3）国際部会：今後の海外学術交流計画（国際シンポジウム,海外学術調査）と学術交流

積立金使用計画の作成,平成 28年度砂防学会での国際セッション sediment dynamics 

and disaster in changing environmentの企画，平成 28年度海外学術情報収集・調

査助成公募の審査，派遣候補者を理事会に提案した。 

 

4）事業部会：現地検討会，平成 27年度奥飛騨砂防・土木技術者研修会，砂防関係就職

説明会の開催等若手人材の育成に努めた。公益目的に合致した２件の調査研究受託

を行った。 

また，昨年度砂防学会が実施した 2014年広島大規模土砂災害緊急調査の最終報告

について「2014 年広島災害から学ぶ大規模土石流災害の予測と対策」をテーマとし

て砂防技術講習会を開催し，研究成果を広く一般に広報した。 

地方活動活性化検討委員会と連携して，北海道，東北及び関西支部の活動を支援，



その他のブロックにおける支部設立等の支援を行った。 

  新たに，砂防・急傾斜管理技術者資格試験制度を設立し，７月 26日に全国３会場

（札幌，東京，京都）で一次試験及び一部試験免除者に対し二次試験を，10月 17日,18

日に全国２会場（東京，京都）で二次試験を実施した。 

 さらに，砂防関係女性の会の設立，活動への支援を行った。 

  



 



  



 



 

 

 



 



 



財務諸表に対する注記 

１．重要な会計方針 

（１）会計方針 

 「公益法人会計基準」（平成 20年 12月 1日 内閣府公益認定等委員会）を採

用している。 

（２）引当金の計上基準 

退職給付引当金 

職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づい

て計上している。 

（３）リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

いる。 

（４）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

 

 

  



 



平成 28年度 事業計画 

基本方針 

 砂防学の進歩，砂防事業の発展，並びに砂防技術者の資質の向上を図り，もって国土の保

全，国民生活の安全，学術文化の進展と社会の発展等に寄与することを目的とする。 

 平成 28 年度においては，以下の事業を推進する。 

（１） 砂防に関する研究及び調査並びにその奨励と普及 

（２） 砂防に関する研究及び調査の助成 

（３） 砂防に関する研究発表会，講演会，講習会等の開催及び見学視察等の実施 

（４） 砂防に関する建議並びに諮問に対する答申 

（５） 会誌及び砂防に関する図書，報論文，資料等の刊行 

（６） 砂防関係図書及び資料の収集・保管・公開 

（７） 砂防の発展に資する学術国際活動 

（８） 砂防技術者の育成 

（９） 砂防技術者の資格付与と教育 

（10）その他この目的を達成するために必要な事業 

 

事業計画 

１．砂防に関する調査・研究ならびに奨励と普及 

（１）調査・研究 

１）受託研究の実施。 

・「土砂災害が発生するおそれのある土地の区域等」の設定に関する検討業務（継

続） 他 

２）災害調査の実施。 

（２）表彰 

１）平成 28年度砂防学会賞（「論文賞」，「論文奨励賞」，「技術賞」）受賞者の表彰。 

２）平成 29年度砂防学会賞（「論文賞」，「論文奨励賞」，「技術賞」）受賞者の決定。 

（３）広報活動 

１）広報委員会活動として，会員増に向けての対応，学会活動の充実，学会ホームペー

ジ，メーリングリストなどインターネットを通じた情報交換の促進に取り組む。 

（４）地方活動活性化の推進 

   「地方活動活性化検討委員会」において信越，中四国地区における支部設立に向けた

活動を行う。 

 

２．砂防技術推進機構の創設と技術者資格の付与と教育 

平成 27年度に創設した砂防・急傾斜管理技術者資格試験の中立性を確保し，砂防

技術者の資格付与と教育を行うため，砂防技術推進機構を設立する。 



砂防・急傾斜管理技術者資格試験は，一次試験を６月 26 日（日）に札幌，盛岡，

東京，名古屋，京都，福岡の６会場で実施し，二次試験を９月下旬から 10月上旬に

札幌，東京，京都の３会場で実施する。 

 

３．調査・研究に対する助成 

（１）「若手研究助成」による研究技術開発とワークショップ活動の助成 

（２）「公募研究会」による研究会活動の助成 

（３）「海外学術情報収集・調査助成」による研究者の海外活動の助成 

 

４．研究発表会，講演会，講習会の開催 

（１） 研究発表会 

研究発表会 開催日 ５月 18，19日  

   場所  富山県富山市 富山県民会館 

現地研修会 開催日 ５月 20日  

   場所  立山方面，五箇山方面 

（２） シンポジウム 

第 48回（公社）砂防学会シンポジウム 

      開催日  10月 26日 

場所  兵庫県神戸市 兵庫県民会館 

現地見学会（検討中） 

（３）講習会を開催する。 

（４）現地検討会を開催する。 

 

５．砂防に関する建議並びに諮問に対する答申 

  必要に応じ，調査・研究結果に基づく砂防に関する提言を行う。 

 

６．会誌等刊行 

（１）出版 

１） 砂防学会誌第 69 巻第１号～第６号までの６冊と英文誌 Vol.９（No.１, No.２），

災害調査特集等（全て電子体）を Web上に記載する。また，砂防学会誌および英文誌を

J-Stage3に公開する。 

２） 平成 28年度砂防学会研究発表会概要集をＰＤＦ化し，ＨＰに掲載する。 

３） 第 48回（公社）砂防学会シンポジウム講演集を刊行する。 

４） 砂防技術総覧の原稿を追加募集する（随時継続募集）。 

５） 調査・研究等の成果報告書を刊行する。 

 



７．砂防関係図書および資料の収集・保管・公開 

  砂防図書・資料の保管整備，砂防図書館を充実する。 

 

８．学術国際活動 

（１）環太平洋インタープリベント 2018の開催に向けて準備を行う。 

  期  日：平成 30年 10 月１日～４日 

  場 所：富山県富山市 

主 催：環太平洋インタープリベント 2018実行委員会，環太平洋インタープリベント

協議会 

共 催：（公社）砂防学会，国際防災学会インタープリベント，（一社）国際砂防協会 

（２）各種国際会議等の最新情報を砂防学会誌に掲載する。 

（３）海外学術情報収集・調査助成の公募，審査，派遣候補者を選考する。 

 

９．砂防技術者の支援・育成 

  １）技術者継続教育（ＣＰＤ）への支援を行う。 

２）「奥飛騨砂防・土木技術者研修会」を共催する。 

３）「若手人材育成推進委員会」による就職説明会等を開催する。 

４）砂防女性技術者の会を開催する。 

 

１０．支部活動 

北海道，東北，関東，東海，関西，九州支部において講演会，現地研修会等を実施する。 

 

１１．その他 

  平成 28年度定時総会を５月 18日に富山県富山市で開催する。 

 

  



 



 



 



 



 

 



 



理事・監事名簿 

（五十音順）       (平成２８年５月１８日) 

区 分 
常勤・
非常勤
の別 

氏 名 所       属 新任 重任 

理 事 非常勤 浅 野 志 穂 国立研究開発法人 森林総合研究所 ○  

〃 非常勤 石 川 芳 治 東京農工大学  〇 

〃 非常勤 井良沢 道也 岩手大学  〇 

〃 非常勤 大 野 宏 之 一般財団法人砂防・地すべり技術センター  ○ 

〃 非常勤 小川 紀一朗 アジア航測株式会社  〇 

〃 非常勤 小山 内信智 北海道大学  〇 

〃 非常勤 海 堀 正 博 広島大学  〇 

〃 非常勤 亀 江 幸 二 一般財団法人砂防フロンティア整備推進機構 ○  

〃 非常勤 神 野 忠 広 国土交通省関東地方整備局  ○ 

〃 非常勤 蒲 原 潤 一 長野県 〇  

〃 非常勤 久保田 哲也 九州大学  〇 

〃 非常勤 小 杉 賢一朗 京都大学 ○  

〃 非常勤 権 田  豊 新潟大学 ○  

〃 非常勤 笹 原 克 夫 高知大学  〇 

〃 非常勤 里 深 好 文 立命館大学 ○  

〃 非常勤 執 印 康 裕 宇都宮大学  ○ 

〃 非常勤 杉 浦 信 男 公益社団法人砂防学会 ○  

〃 非常勤 大 丸 裕 武 国立研究開発法人森林総合研究所  〇 

〃 非常勤 地頭薗  隆 鹿児島大学  〇 

〃 非常勤 土 屋    智 静岡大学  〇 

〃 非常勤 冨 田 陽 子 新潟県 ○  

〃 非常勤 原 口 勝 則 国際航業株式会社  ○ 

〃 非常勤 平 松 晋 也 信州大学  〇 

〃 非常勤 藤 田 正 治 京都大学  〇 

〃 非常勤 松 尾 新二朗 日本工営株式会社 ○  

〃 非常勤 丸 谷 知 己 北海道大学  〇 

〃 非常勤 南   哲 行 一般社団法人全国治水砂防協会  〇 

〃 非常勤 山 下 伸太郎 株式会社建設技術研究所  〇 

〃 非常勤 山 田   孝 三重大学  〇 

〃 非常勤 渡   正 昭  ○  

監 事 非常勤 西 本 晴 男 筑波大学  ○ 

〃 非常勤 吉 田   勇 三重県  ○ 

 
  



平成 28年度 砂防学会賞受賞者業績 

砂防学会賞選考委員会 

 

論文賞：執印 康裕（しゅういん やすひろ)（宇都宮大学） 

対象論文：Yasuhiro SHUIN, Norifumi HOTTA, Keigo MATSUE, Kazuhiro ARUGA and Toshiaki 

TASAKA 

Estimating the Influence of Rainstorms on Shallow Landslides: Comparison 

of the Intensity-duration Method and a Distributed-landslide Conceptual 

Model 

International Journal of Erosion Control Engineering , Vol.5, No.1, p.37-

45, 2012年 7月 

 

論文奨励賞：村重 慧輝（むらしげ けいき）（長野県） 

対象論文：村重 慧輝・堤  大三・宮田 秀介・藤田 正治・酒井 英男・上石  勲 

火山泥流発生機構解明のための高温砂礫による融雪に関する実験的研究 

砂防学会誌，Vol.67, No.6, p.3-10, 2015年 3月 

 

技術賞：大坂 剛（おおさか たけし），山越 隆雄（やまこし たかお）（国土交通省），能和  

幸範（のわ ゆきのり）（エコモット株式会社）,宇都宮  玲（うつのみや れい）

（JFEアドバンテック株式会社），水山 高久（みずやま たかひさ）（政策研究大学

院大学） 

対象業績： 

桜島における土石流荷重計による単位体積重量測定技術 

 


